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災害に強い社会の構築：都市計画の視点から

 

Creating a Disaster-Resilient Society: A City Planning Perspective
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　都市は気候変動に伴う激甚化気象災害に加え、原子力発電所事故、新型感染症も含めた都市空間のグローバ

ルリスクなど、様々なリスクにさらされています。また、わが国では急激な人口減少により多様な都市問題が

指摘されており、都市経営に対するリスクについても回避、軽減するための都市政策が必要となっています。 

　災害に強い社会を構築するためには、「持続可能な都市空間」の構築とその「空間の賢い利用」の双方を上

手に組み合わせることが重要となります。前者は強靭な都市空間を整備するともに、都市をとりまく様々な要

素を総合的にマネジメントする必要があります。例えば流域治水では、山地から農地を含めた河川流域、上流

部の都市から下流部の都市まで総合的に連携する必要があります。後者は安全性の高い都市空間を賢くシェア

する社会システムを構築することです。そのためにはフィジカル空間とサイバー空間の融合も重要です。 

　ここでは持続可能な都市モデルとして「コンパクトシティ」を紹介するともに、その構築にむけた都市政策

について言及します。また、都市の防災対策やサイバー空間を活用した賢い空間利用について解説します。
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